







































頼した [ クワヤマ 2010、筆者訳 ]。
　そして、筆者は 2006 年以来、2009、2010 年に
メキシコ国内出土陶磁器調査を行い、これまで 200
点以上の有田焼の陶片を確認している [ 野上 2010]。
おそらくグアテマラでも詳細に調査を行えば、有田
焼はさらに発見されるであろうという予測をもって、






















































































⑨ Convento Santa Catalina
⑩ La Merced
⑪ San Jerónimo

















































































　1989 ～ 1990 年と 1994 ～ 1998 年に現地フィール
ド調査が実施され、2002 年に出土遺物の調査が始めら
れ、完了している。
　今回、中国磁器 258 点 ( 破片数、以下同 )、日本磁器
33 点、ヨーロッパおよびアメリカ産陶器の写真撮影を
行った。内、中国磁器89点、近世日本磁器33点、ヨーロッ
パおよびアメリカ産陶器 7 点の実測図を作成した ( 図６





ス・インディアス通り ( あるいはルビア通り ) を挟んで
サント・ドミンゴ修道院跡の北側に隣接している。遺跡





　今回、中国磁器 47 点、近世日本磁器 3 点、近代日本
磁器 2 点の写真撮影を行った。内、中国磁器 11 点、近
















１. 中国磁器 ( 図６~10)
　アンティグアで出土している東洋磁器の大半は中国磁
器である。生産年代も幅広い。生産窯は景徳鎮、福建諸
窯 ( 漳州窯系、徳化窯系 ) である。16 世紀後半～ 18 世
紀にかけてのものである。ここでは便宜的にⅠ期 (16 世
紀中頃～後半 )、Ⅱ期 (16 世紀末～ 17 世紀前半 )、Ⅲ期





























マウ沈没船引揚資料の中に類例が見られる [Nguyen Dinh 
Chien. 2002]。図 8-8~10 は色絵皿である。景徳鎮産で





碗礁 1 号沈船遺跡から類品が出土している [ 碗礁一号水






















































































（Courtesy:El Proyecto Arqueológico Hotel Museo Casa Santo Domingo）
図 10　ベアテリオ・インディアス遺跡出土中国磁器











































２. 日本磁器 ( 図 11)
　アンティグアで出土している 30 数点の日本磁器は、
いずれも 1650 ～ 1680 年代に有田で生産されたもので
ある。( １) であげたⅢ期に該当する染付、色絵、瑠璃







































































（Courtesy:El Proyecto Arqueológico Hotel Museo Casa Santo Domingo）
図 12　アンティグア出土ヨーロッパおよび中米産陶器
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